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事業運営会社概要と今回事業におけるミッション 

社名 ： 株式会社イーバイク（英文＝E-bike Corp） 

設立 ： ２００８年１１月２１日 

本社 ： 横浜市泉区中田北３－１１－１１ 

横須賀事務所：横須賀市汐入町２－１サンマリーナ汐入２階 

上海事務所 ：中国上海市長寧区長寧路兆豊花園ビル２２０１室 

社長： 得丸 武治 

定款： ①電動車両用のモーター制御機器の開発と販売 

      電動自転車、電動バイク、電気自動車、フォークリフト 

      特にセンサーレス・モータ・コントロール開発。 

      世界初、電動車両用として完全なセンサーレス・モータ・コントロール開発 

     ②エレクトロニクス関連のコンサルタント 

     ③太陽電池用の半導体材料、製造機材の仕入れ販売 

     ④電子機器輸出入業務 



 
 

 
  
  

～電動車両用モーター制御モジュールの開発･製造・販売～ 

・電動車両用のセンサーレス・モータ・コントロールを開発。 

・最初の適用ターゲット市場は、非常な勢いで成長している電動自転車マーケット。 

 特に、２，５００万台／年 生産されている中国の電動自転車市場がターゲット。 

 モーター制御モジュールは必須な部品であることから、大きな市場が見込まれる。 

 

・当社が開発した新型モジュール（センサーレス・カスタムＬＳＩ）でその中国市場に参入。 

今回計画した事業の概要 
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１．中国電動自転車普及の背景 
（１）購入が簡単 ：原免許は不要付（中国の電動自転車は自走式ながら免許不要） 
（２）中国で元々、自転車マーケットが巨大。自転車を利用する文化習慣がある。 
   中国全体の自転車台数は、４億から５億台と言われているが、そのうち、１０％が電動自転車に 
   なるとすると４千万台。  電動自転車にとっては巨大なマーケット。 
（３）通勤範囲が近い、自転車で通勤可能範囲。 
（４）平地が多い 
 
２．電動自転車種類 
 電動自転車は、アシスト式と自走式の２種類がある。 
 アシスト式はペタルで漕いで、モーターは坂道等の負荷が大きくなると、モーターでアシストする。 
 すなわち、ペタルを漕がないと進まない。これに対して自走式は、モーターで進む。 ペタルを漕がなくてよい。 
 自走式は、日本では原付免許必要、中国では免許不要。 
 この結果、中国では、自走式でも免許無しで簡単に乗れるため、自走式が流行している。 
  
 日本と中国での普及タイプ。 
  日本 ： アシスト式  
  中国 ： 自走式、 中国では、圧倒的に自走式が多い。 
 中国の電動自転車の法律は、下記２点が主要規則。 
  最大時速２０Ｋｍ／ｈ 以下 
  重量４０ＫＧ 以下 
 

電動自転車の普及背景と種類 

参考データ 
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電動車両の基幹部品は、（１）バッテリー、（２）モータ、（３）モータコントロールが３大部品。 
将来的には、燃料電池が普及するものと思われる。 
 
                            基幹部品        実使用部品          コメント 
電動自転車      バッテリー     鉛酸化電池       値段が安いため、殆どの電動自転車使用 
                                     ７，０００円くらい 
                            
                          リチウム電池   値段が高い。２万円～３万円くらい。 
               
              モータ        ブラシ有      低価格 電動自転車に使用  
                                      日本のアシスト式自転車は、ブラシ有モータ使用。 
                          ブラシ無      高価格 電動自転車に使用。 
                                      センサー付ＤＣインバータ・モータ使用。 
                                      センサーレスは、技術的に未確立のため、 
                                      殆ど使用されてない。 
           モータコントロール インバータＤＣモータ 殆どの電動自転車がこのタイプ使用。 
                        センサー付 
 
                        インバータＤＣモータ 技術的に未確立のため、殆ど使用されてない。    
                        センサーレス  
 
                        ベクトル制御     まだ使用されていない。  
 

電動車両用の電気系基幹部品 

E-bikeが参入する分野   
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製品（センサーレス・モーター制御モジュール）概要 

下記タイプの電動自転車用のモーター制御モジュール（マイコン搭載）を開発。 

モーターの制御方式は、センサーレス・インバータ・モーター方式。 

基板1個で完全なモーターコントロールを実現（センサーレス・コントローラとして画期的＆世界初）。 

 

モーター制御モジュール 

概観 

内部 
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下記主要部品で構成されている。 

今回、このモーターコントローラを完全センサーレス方式にて開発した。 

・バッテリー 

・モーター 

・モーター制御モジュール( マイコン使用で完全センターレス)  

バッテリー(足元に格納） 

モーター（後輪がOuter rotorタイプモータ） 

モーター制御モジュール 

（座席の下に格納） 

参考：電動自転車の主要部品 
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センサーレスは、モーター位置検出のホールセンサーを使用しないためにセンサー付に比較して 

下記利点を有している。 

①滑らかな回転（製造バラツキを含めて個々のモーター特性に応じて制御しているため） 

②センサー不要によるコストダウン 

③モーターにセンサー装着不要による製造工程の減少 

④センサーがないために故障率改善。信頼性の大幅な向上。 

 

しかし、センサーレスは、停止状態、低速回転での位置検出が難しく今まで、完全なセンサーレス・ 

コントロールは出来なかった。 

      そこで電動車両用の完全なセンサーレス・モータ・コントロールを開発した。 

この革新的な技術は、電動自転車のみならず、モーターを使用する全ての分野に適用できる。 

差別化要因⇒完全なセンサーレス・モーター制御モジュール 
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競合優位性 ⇒センサーレス技術で解決した問題点 

完全なセンサーレス・モータ・コントロール開発成功 

 

従来のセンサーレス・モータ・コントロール 

モーター停止状態からの位置検出ができないため、始動は強制転流の手法を使用。 

この結果、停止からの始動は、逆回転（後進）、正回転（前進）が５０％ 確率で発生。 

また、ガタガタと音がした。この結果、始動がスムーズでなかった。 

これに対して、我々の開発したセンサーレスは、停止状態の位置検出を開発。 

 一度も後退させることなく１００％、前進させることに成功した。 

超低速での位置検出開発。 

そのため始動時は、違和感は全くなく、従来のセンサー付と同等以上の性能である。 
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センサーレス・モータ駆動回路ブロック 
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参考：モーターコントロール技術の比較  

 

比較項目 センサー付 従来のセンサーレス E-bikeの新センサーレス

技術難度 既存の技術で容易に開発 × 比較的困難 △ 非常に困難 ◎

我々が最初に開発成功

コピー防止 既知技術のため、 × 既知技術のため △ マイコンにコピｰ防止対策 ○

コピー容易 コピー容易 コピー困難

停止からのスタート スムーズ ○ スムーズでない × スムーズ ◎

５０％の確率で前進と後退 常に前進

がある。最大の欠点

センサー故障 時々発生 △ 故障なし ◎ 故障なし ◎

E-bike全体の故障率 5% 2% 2%

値段 高い △ 安い ○ 安い ○

センサー込み １０％down １０％down

乗り心地 普通 △ 悪い × 大変良い、 ◎

センサーの特性バラツキ 停止からのｽﾀｰﾄがｽﾑｰｽﾞ モーターの回転ムラがない

回転ムラがある でない。最大の欠点

モーター製造 複雑 △ 簡単 ◎ 簡単 ◎

センサーを埋め込むため センサー埋め込み不要 センサー埋め込み不要
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特許申請 

・センサーレス・ＤＣモータコントロールの３件特許申請 
   
・日本、中国、米国に特許申請 
 
・特許提出より、コピー防止、技術流出を防止する。 
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２００８年度の生産台数は、約２，５００万台、今後大半がセンサーレスになると予想。 

電動自転車生産台数（全中国） 
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年 

モーター制御モジュールの技術トレンド 

市 

場 

 

センサー付 
 

 

 

・低消費電力 

・より滑らか制御 

 

 

*電気自動車 

*モーターコントロール 

例：空調機、家庭電器 

 

2008 

2009 

現状 

・低価格、低製造ｺｽﾄ 
・低故障率 
・滑らか制御 

ｾﾝｻｰﾚｽ 

次期センサーレス 

ベクトル・ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

他分野へ進出 

（株）E-bikeが市場化 
 

 

高効率モータ 
開発 
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ターゲット市場と顧客 

・目指す市場＆顧客は、全世界の電動自転車メーカー 

 

・当面は、一番マーケットが大きい中国メーカーに注力。 

 （２，０００万台／２００７年＠中国の巨大マーケットにＫＭＥセンサーレス技術で市場参入） 

 

・その後、アジア（特にインド）、ヨーロッパ、アメリカに進出参入。 

  

 

 



 
 

 
  
  

16 

 

 

参考：提携している中国吉慶モータ会社の蘇州経済新聞掲載広告 ０８年６月 
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よろしくお願いします 


